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【目的】

　本研究は，A市B地域の在宅での看取りにおける多職種
連携についての課題を明らかにし，その解決策を検討する
ことを目的とした。

【方法】

　A市B地域を対象とし，既存資料及び地区視診，フォト
ボイス，対象地域で活動するボランティアを対象とした在
宅での看取りについてのアンケート調査，A市の在宅での
看取りに関わる専門職へのインタビュー調査を実施した。
これらのデータから在宅での看取りにおける多職種連携に
関する課題を抽出し，それらの課題の解決策を考察した。

【結果】

　対象地域の在宅での看取りにおける多職種連携に関する
課題は5点挙げられた。第一は「A市B地域の在宅ケアに
関する情報が住民に届いていない」である。A市B地域は
社会資源が充実しているが，アンケート調査より自宅療養
が実現できないと考えている住民が多いことから，この課
題が抽出された。第二は「医療だけでなく，療養者と家族
の生活や価値観の尊重に十分な配慮が必要である」である。
療養者と家族に関わる時間が少ないことや，生活を意識せ
ず医療の視点だけで療養者と家族をみてしまうと，価値観
や意向，生活背景に沿った看取りを阻害してしまいがちで
ある。第三は「情報共有のためのツールが適切に使われて
いないため多職種間で支援の方向性を合わせていくことが
難しい」である。情報共有の方法は機関や専門職により様々
で，限られたツールでは情報が正確に伝わらないことが示
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された。第四は「他の専門職に対する既成概念が，意見を
伝える上での阻害要因になりうる」である。インタビュー
調査から専門職間での考え方の違いや階層的構造が少なか
らずあることが示され，このことが意見の伝えづらさにつ
ながっている。第五は「在宅での看取りの経験に差がある
ことによる多職種連携の難しさがある」である。在宅での
看取りの経験の少なさにより支援の際に不安があること
や，医療重視の判断をしてしまい，療養者と家族の意向と
のずれが生じうることが示された。

【考察】

　導き出された課題に対するA市B地域の目指す地域の
ゴールは「在宅で希望する最期が迎えられる地域」とした。
長期目標は，１．療養者と家族の価値観や希望に沿った看
取りができる，２．多職種の連携が円滑に行われるという
２点が導出された。これらの長期目標を達成するために，
１）市民への地域の在宅療養体制の啓発，２）エンディン
グノート講座の開催，３）web会議システムの導入，４）
医療・介護連携SNSの普及，５）在宅・医療推進多職種
連携研修会の実施，６）経験の少ない支援者を対象にした
同じ専門職同士による研修会の実施という６つの活動が考
えられた。
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